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鈴
木　
　
博　
議
員（自

・
無
）

鈴
木　
真
澄　
議
員（自　

民
）

須
貝　
行
宏　
議
員（品　

改
）

令和２年第２回定例会では、区政全般について、11名の議員が一般質問を行いました。
以下、概要をお知らせします。

区政をきく（一般質問）

6
月
25
日（
木
）

須
貝　
　
行
宏　
議
員（
品　
改
）

鈴
木　
　
真
澄　
議
員（
自　
民
）

鈴
木　
　
　
博　
議
員（
自
・
無
）

あ
く
つ　
広
王　
議
員（
公　
明
）

あ
べ　
祐
美
子　
議
員（
無
所
属
）

6
月
26
日（
金
）

中
塚　
　
　
亮　
議
員（
共　
産
）

西
村　
　
直
子　
議
員（
自　
民
）

吉
田　
ゆ
み
こ　
議
員（
ネ
ッ
ト
）

大
倉
た
か
ひ
ろ　
議
員（
自
・
無
）

こ
ん
の　
孝
子　
議
員（
公　
明
）

松
本
と
き
ひ
ろ　
議
員（
無
所
属
）

一般質問

本会議における発言の際はマスクを着用することとしておりましたが、
第２回定例会本会議より、議長席および演壇においてはアクリル製飛
沫防止パネルを設置し、マスクを外しての発言を可能としました。

会派名は次の略語で記載しています。
自民……品川区議会自民党　　自・無……自民・無所属・子ども未来　　公明……品川区議会公明党
共産……日本共産党品川区議団　　品改……品川改革連合　　ネット……品川・生活者ネットワーク

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
て

問
自
民
党
・
自
無
・
公
明
が
要
望
し
た

「
し
な
が
わ
活
力
応
援
給
付
金
」
の
支

給
は
早
急
な
手
続
き
を
。
申
請
し
な
い

方
の
金
額
は
、
医
療
従
事
者
な
ど
感
染

リ
ス
ク
の
高
い
方
の
支
援
に
。

答
区
民
の
皆
様
に
活
用
い
た
だ
く
こ
と
が

大
切
。
申
請
頂
く
よ
う
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

問
区
民
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る
、
保

健
所
機
能
の
充
実
を
図
る
べ
き
。

答
保
健
所
は
健
康
危
機
管
理
の
拠
点
で
あ

り
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
課
題
に
対

応
す
る
た
め
専
門
能
力
の
向
上
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
専
門
職
の
確
保
や
人
材

育
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
公
衆
衛
生

医
師
の
確
保
な
ど
を
都
に
要
望
す
る
。

問
感
染
予
防
、
社
会
経
済
の
回
復
に
向
け

た
施
策
を
実
施
し
て
い
く
た
め
の
必
要

な
財
源
措
置
を
国
・
都
に
求
め
る
べ
き
。

答
歳
入
減
が
見
込
ま
れ
る
が
、
効
果
的
・

効
率
的
な
財
政
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、

区
が
担
う
役
割
に
応
じ
た
財
政
措
置
に

つ
い
て
、
国
や
都
に
働
き
か
け
る
。

問
授
業
時
間
の
不
足
分
の
補
て
ん
が
児
童

生
徒
に
過
度
な
負
担
と
な
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
ま
た
心
の
ケ
ア
に
配
慮
を
。

答
リ
モ
ー
ト
学
習
を
通
し
て
授
業
時
間
の

不
足
を
補
い
、
学
力
の
保
障
に
努
め
る
。

心
の
ケ
ア
は
学
校
再
開
時
、
生
活
面
や

心
理
面
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
実
態

を
把
握
し
個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

問
全
児
童
に
向
け
た
端
末
配
備
を
評
価
す

る
が
、
ソ
フ
ト
や
指
導
方
法
の
開
発
の

課
題
も
あ
る
。
学
習
効
果
、
成
果
を
。

答
Ａ
Ｉ
機
能
を
活
用
し
た
学
習
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
機
器

の
操
作
方
法
や
効
果
的
な
指
導
方
法
を

引
き
続
き
研
究
開
発
し
て
い
く
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

問
地
域
支
援
事
業
の
充
実
に
向
け
た
取
り

組
み
の
進
展
状
況
は
。

答
医
療
職
と
介
護
職
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
を
実
施
。
医
療
介
護
連
携
シ
ス
テ
ム

を
今
後
も
活
用
を
促
進
す
る
。

問
第
八
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
施
設
整

備
計
画
は
。
ま
た
目
標
値
は
。

答
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
検
討
し
、
目

標
値
を
示
し
て
い
き
た
い
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・
働
き
方
改
革
「
し
な
が
わ
～
く
」

品
川
区
の
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
に

対
す
る
区
の
２
月
か
ら
５
月
の
取
組
は
。

答
感
染
疑
い
の
方
の
受
診
調
整
や
患
者
の

疫
学
調
査
等
に
対
応
し
て
き
た
。

問
保
健
所
、
病
院
、
診
療
所
の
連
携
と
情

報
の
共
有
化
は
極
め
て
重
要
と
考
え
る

が
、
区
の
認
識
と
取
組
の
現
状
は
。

答
情
報
提
供
が
一
部
に
限
ら
れ
て
い
た
の

で
、
病
院
や
医
師
会
等
と
よ
り
効
果
的

な
情
報
共
有
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

問
区
が
設
置
し
医
師
会
が
運
営
す
る
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
の
実
績
と
今
後
は
。

答
６
月
18
日
ま
で
の
20
日
間
で
247
人
検
査

し
、
陽
性
者
３
名
。
今
後
、
検
査
可
能

な
医
療
機
関
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
。

問
予
防
接
種
が
低
下
し
て
い
る
現
状
に
対

す
る
危
機
感
と
今
後
の
勧
奨
の
方
策
は
。

答
非
常
に
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
パ
パ

マ
マ
応
援
ア
プ
リ
、
予
防
接
種
ア
プ
リ

等
で
引
き
続
き
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

問
子
宮
頸
が
ん
の
死
亡
者
数
は
毎
年
３
千

人
に
上
る
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
助
成
を
強
く
要
望
す
る
。

答
定
期
接
種
で
き
な
か
っ
た
対
象
者
へ
の

助
成
は
、
今
後
の
検
討
課
題
だ
。

品
川
区
の
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て

問
乳
幼
児
集
団
健
診
の
実
施
回
数
と
対
象

人
数
は
。
遅
れ
て
い
る
１
歳
半
健
診
、

未
施
行
の
３
歳
健
診
へ
の
対
応
は
。

答
１
回
の
人
数
を
減
ら
し
、
回
数
を
増
や

し
て
４
か
月
健
診
か
ら
再
開
し
て
い
る
。

回
数
増
等
で
全
て
の
対
象
児
の
法
定
期

間
内
の
受
診
を
実
現
し
て
い
く
。

品
川
区
の
教
育
に
つ
い
て

問
区
の
学
校
現
場
に
お
け
る
感
染
予
防
教

育
と
、
実
際
の
感
染
予
防
対
策
は
。

答
体
育
・
保
健
体
育
の
中
で
学
ん
で
い
る
。

検
温
、
う
が
い
、
手
洗
い
、
給
食
の
個

別
パ
ッ
キ
ン
グ
や
換
気
等
、
３
密
を
下

げ
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

問
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
の
発
言
は
明
ら
か
な

事
実
誤
認
等
が
多
い
。
放
送
内
容
の
検

証
を
授
業
と
し
て
行
え
ば
、
風
評
被
害

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う

な
授
業
こ
そ
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
情
報
モ
ラ
ル
教
育
と
し
て
、
発
信
者
の

意
図
を
読
み
取
り
、
自
分
の
意
見
を
発

信
で
き
る
力
を
育
成
し
て
い
く
。

終
息
に
４
年
以
上
か
か
る
コ
ロ
ナ
感
染

症
。
経
済
、
社
会
活
動
を
止
め
ず
に
コ

ロ
ナ
と
共
生
す
る
生
活
を

問
感
染
症
が
終
息
す
る
に
は
国
民
の
６
割

以
上
が
自
然
感
染
し
て
集
団
免
疫
を
得

る
か
、
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
・
接
種
し
免

疫
を
持
つ
こ
と
で
す
が
、
自
粛
し
て
も

ウ
イ
ル
ス
が
地
球
上
か
ら
消
滅
し
な
い

限
り
感
染
し
ま
す
。
開
発
に
は
１
年
～

２
年
か
か
り
、
さ
ら
に
有
効
性
、
安
全

性
を
考
え
る
と
奇
跡
が
起
き
な
い
限
り

終
息
に
は
４
年
以
上
か
か
り
ま
す
。
自

粛
に
よ
る
行
動
制
限
は
消
費
を
激
減
さ

せ
、
休
業
、
廃
業
、
倒
産
が
増
大
し
、

さ
ら
に
時
短
、
雇
い
止
め
、
解
雇
が
増

え
て
失
業
者
や
生
活
困
窮
者
が
激
増
し

ま
し
た
。
ま
た
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
精
神
的
・
肉
体
的
ス
ト
レ
ス
を
受

け
て
、
健
康
を
損
ね
る
方
や
コ
ロ
ナ
関

連
以
外
の
死
亡
者
も
増
え
ま
し
た
。
こ

れ
で
は
社
会
経
済
や
暮
ら
し
は
崩
壊
し

健
康
は
悪
化
す
る
の
で
、
医
療
崩
壊
を

防
ぎ
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
と
共
存
す
る

道
を
選
ぶ
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
行
動
制
限
は
、
国
の
示
し
た
新
生
活
様

式
の
定
着
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
段
階

的
に
緩
和
さ
れ
て
き
た
。
今
後
は
、
社

会
経
済
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
３

密
の
回
避
や
、
人
と
人
と
の
距
離
の
確

保
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
、
感
染
対
策
の

継
続
徹
底
を
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自
分
の
免
疫
力
を
高
め
て
コ
ロ
ナ
感
染

症
か
ら
身
を
守
れ

問
感
染
し
て
も
有
効
な
治
療
薬
は
な
い
の

で
、
治
す
に
は
患
者
自
身
の
免
疫
力
の

高
さ
に
頼
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
免
疫

力
が
高
く
な
る
と
、
ウ
イ
ル
ス
の
動
き

を
弱
め
た
り
殺
し
た
り
し
ま
す
が
、
低

下
し
て
い
る
と
感
染
症
に
か
か
り
や
す

い
し
、
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
も
高
く
な

り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
コ
ロ
ナ
に
立

ち
向
か
う
た
め
に
免
疫
力
を
高
め
る
行

動
を
取
る
よ
う
に
、
区
民
に
対
し
て
普

及
・
啓
発
に
努
め
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

答
疾
病
予
防
に
は
適
度
な
運
動
や
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
、
そ
し
て
規
則
正
し
い

生
活
に
よ
り
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
が

と
て
も
重
要
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き

周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。


